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都
型
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
経
費
な
ど

第
２
回
定
例
会
の
概
要

　

令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
（
宮
下
誠
議
長
）
は
、
５
月
30
日
に
開
会
し
、
６
月

21
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

を可決学童保育所の環境改善を急ぐことを求める決議

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

ヒガコ・サマーフェスティバル２０２４（８月２・３日、日本歯科大学グラウンドにて）

　

本
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
予
算
を

10
億
３
千
420
万
２
千
円
増
額
し
、
補
正

後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
551
億
６
千

620
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

５
月
30
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
予

算
特
別
委
員
会
（
安
田
け
い
こ
委
員
長
）

に
付
託
し
、
６
月
14
日
及
び
19
日
の
委

員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
月
21
日
の
本
会
議
で
は
、
採
決
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

国
及
び
都
の
補
助
金
を
活
用
し
た
事
業

な
ど
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
に
要
す

る
経
費
（
障
害
福
祉
事
業
所
等
・
介
護

事
業
所
物
価
高
騰
対
策
事
業
継
続
支
援

金
事
業
）（
８
千
76
万
３
千
円
）

　

市
内
に
所
在
す
る
101
施
設
の
障
害
福

祉
事
業
所
等
及
び
153
施
設
の
介
護
事
業

所
に
つ
い
て
、
経
費
増
大
に
よ
る
経
営

悪
化
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
利
用
者
負
担

を
増
や
す
こ
と
な
く
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
行
え
る
よ
う
食
材
費
、
電
気
料
金
、

ガ
ス
料
金
、
ガ
ソ
リ
ン
料
金
の
支
援
（
障

が
い
・
介
護
区
分
、
サ
ー
ビ
ス
種
別
に

よ
っ
て
補
助
対
象
経
費
は
異
な
る
）
を

行
い
、
安
定
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
確

保
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

▼
多
様
な
他
者
と
の
関
わ
り
の
機
会
の

創
出
事
業
補
助
金
（
都
型
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度
）（
７
千
723
万
２
千
円
）

　

保
護
者
の
就
労
等
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど

　

９
か
所
の
学
童
保
育
所
の
う
ち
、
６

か
所
で
児
童
１
人
当
た
り
の
施
設
面
積

が
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
た
め
、
保
護

者
か
ら
児
童
の
安
全
を
危
惧
す
る
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
本
件
は
こ
の
こ
と

を
受
け
、
議
員
か
ら
市
長
に
対
し
、
放

課
後
の
子
ど
も
が
安
心
し
て
生
活
す
る

も
園
等
を
利
用
し
て
い
な
い
未
就
園
児

（
原
則
０
歳
児
～
２
歳
児
）
の
定
期
的

な
預
か
り
を
実
施
す
る
た
め
、
令
和
６

年
10
月
か
ら
本
事
業
を
実
施
す
る
予
定

の
市
内
私
立
幼
稚
園
４
施
設
に
対
し
、

運
営
費
及
び
開
設
準
備
経
費
を
補
助
す

る
も
の
で
す
。

▼
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
に
要
す

る
経
費
（
保
育
施
設
運
営
事
業
者
事
業

継
続
支
援
金
事
業
）（
２
千
348
万
８
千
円
）

　

国
及
び
地
方
公
共
団
体
以
外
の
者
が

設
置
す
る
市
内
の
認
可
保
育
所
、
認
定

こ
ど
も
園
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
保

育
事
業
者
に
対
し
て
、
自
園
調
理
に
係

る
食
材
料
費
、
児
童
の
送
迎
バ
ス
の
運

行
に
係
る
燃
料
費
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
の
支
援
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
事
業
の
継
続
に
向
け
た
支
援
を
行

う
も
の
で
す
。

▼
学
校
給
食
に
要
す
る
経
費
（
学
校
給

食
費
補
助
金
事
業
）（
５
千
54
万
円
）

　

物
価
高
騰
に
よ
る
学
校
給
食
費
へ
の

影
響
等
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
立
小
・
中
学
校
に
対
し
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
量
を
保
て

る
よ
う
子
育
て
世
帯
を
支
援
し
、
小
学

校
で
１
食
当
た
り
42
円
、
中
学
校
で
１

食
当
た
り
48
円
の
補
助
を
行
い
、
保
護

者
負
担
を
増
や
す
こ
と
な
く
、
学
校
給

食
の
円
滑
な
実
施
に
資
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

�

（
２
面
に
審
議
結
果
を
掲
載
）

た
め
、
早
急
に
大
規
模
化
に
よ
る
弊
害

を
解
消
し
、
施
設
を
整
備
す
る
中
長
期

方
針
を
明
ら
か
に
す
る
ほ
か
、
そ
の
際

に
、
利
用
者
で
あ
る
子
ど
も
・
保
護
者

の
意
見
を
聴
く
こ
と
な
ど
を
要
請
す
る

も
の
で
す
。�

�

（
７
面
に
審
議
結
果
を
掲
載
）

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）
を
可
決�

学
童
保
育
所
の
環
境
改
善
を
急
ぐ
こ
と
を
求
め
る
決
議
を
可
決

令
和
６
年
第
２
回

　

定
例
会
日
誌

��【
５
月
】

30
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・
委

員
会
付
託
・
採
決
、
議
員
提

出
議
案
の
採
決
、
陳
情
の
採

決
）

��【
６
月
】

４
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

５
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

６
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

７
日　

�

本
会
議
（
一
般
質
問
、
陳
情

の
委
員
会
付
託
）

10
日　

厚
生
文
教
委
員
会

11
日　

建
設
環
境
委
員
会

12
日　

議
会
運
営
委
員
会

13
日　

総
務
企
画
委
員
会

14
日　

予
算
特
別
委
員
会

17
日　

�

庁
舎
等
建
設
及
び
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
調
査
特

別
委
員
会

18
日　

�

行
財
政
改
革
推
進
調
査
特
別

委
員
会

19
日　

厚
生
文
教
委
員
会

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

21
日　

�

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案
件

の
採
決
、
議
員
提
出
議
案
の

審
議
・
採
決
、
陳
情
の
委
員

会
付
託
）

各
会
派
の
令
和
５
年
度

政
務
活
動
費
収
支
報
告

に
つ
い
て
は
３
面
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

主
権
者
教
育
の
取
組

　

東
京
電
機
大
学
高
等
学

校
の
生
徒
会
主
催
で
行
っ

た
議
員
と
の
意
見
交
換
会

に
つ
い
て
は
、
８
面
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
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閉会中の委員会日程及び審査案件
厚生文教委員会
８月２日（金）午前10時
▶学校給食費の無償化を求める陳情書　▶居住実
態に疑義のある委員に対しリモート会議を周旋し
たかを問うと伴に、万が一事実が無かった場合は
発言の訂正を求める陳情書　▶「違法な専決処分
に基いて制定された廃止条例は無効」との東京地
裁判決をふまえ、公立保育園の安定的運営を求め
る陳情書　▶障害福祉計画及び介護保険・高齢者
保健福祉総合事業計画について　▶保育政策の課
題について
総務企画委員会
８月５日（月）午前10時
▶男女平等基本条例の理念を尊重し、小金井市の
事業や後援を適切に行うことを求める陳情書　▶
６陳情第２号にかかる居住実態調査を早急に行う
ことを求める陳情書　▶（仮称）町会・自治会活
性化推進条例の制定等を求める陳情書　▶（仮称）
小金井さくらの日の制定を求める陳情書　▶恣意
的に運用されている小金井市のＨＰ作業に秩序を
もたらすことを求める陳情書

庁舎等建設及び公共施設マネジメント
推進調査特別委員会
８月７日（水）午前10時
▶現設計での建築確認申請にストップをかけた市
議の内、現設計で建てようとしている方々の氏名
を明らかにすることを求める陳情書　▶新議場に
ついて、机や設備を可動式にし、議会利用がない
日には多目的な市民利用ができるようにすること
を求める陳情書　▶庁舎等建設及び公共施設マネ
ジメントの推進に係る諸問題の調査
議会運営委員会
８月19日（月）午前10時
８月28日（水）午後２時
▶市議会の議員定数に関する陳情書　▶違法行為
の放置に賛成した議会ならびに議員各位の説明責
任を問う陳情書　▶違法側に投票した議員に対し、
犯罪への加担の自覚ならびに良心への呵責は無い
のかを交えての説明責任を果たすことを求める陳
情書　▶会派の政務活動費の情報公開を求める陳
情書　▶市議会の常任委員会の所掌範囲の再配分
を求める陳情書　▶小金井市議会の議員定数の削

減を推進する旨の決議を求める陳情書　▶議会改
革に関する諸問題の調査　▶①次期定例会（臨時
会を含む。）の会期及び会議日割等、議会運営に
関する調査、②議会の会議規則、委員会条例等に
関する調査、③議会運営に関する議長の諮問事項
について
建設環境委員会
８月20日（火）午後１時
▶フェスティバルコートとソコラ前広場の間に歩
行者が安心して優先的に渡ることができる横断歩
道の設置等を求める陳情書　▶東小金井駅ｎｏｎ
ｏｗａ北口の交通安全対策を求める陳情書　▶武
蔵小金井駅ｎｏｎｏｗａ南口の東西通路に雨除け
のひさし（シェルター）を設置すべく必要な協議
を始めることを求める陳情書　▶武蔵小金井駅北
口から東へ向かう市道の歩行者ゾーンの付け替え
を求める陳情書　▶循環型社会の形成及び温室効
果ガス削減に関する調査　▶地域公共交通に関す
る調査
行財政改革推進調査特別委員会
８月21日（水）午前10時
▶行財政改革の推進に係る諸問題の調査

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
回
）

　

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

片
山
か
お
る
（
子
ど
も
の
権
利
）

　

本
予
算
に
計
上
さ
れ
た
認
証
保
育

所
の
修
繕
費
の
陳
情
に
子
ど
も
の
権

利
を
守
る
会
は
賛
成
し
た
が
否
決
に

な
っ
た
。
他
の
補
助
金
の
支
給
も
遅

れ
気
味
で
あ
り
、
小
さ
な
規
模
の
保

育
所
へ
の
必
要
な
手
助
け
を
す
べ
き

で
あ
る
。
市
立
保
育
園
入
園
不
許
可

訴
訟
の
敗
訴
判
決
で
は
、
西
岡
前
市

長
に
よ
る
廃
園
条
例
の
専
決
処
分
は

違
法
で
あ
り
、
国
家
賠
償
法
の
要
件

を
満
た
し
、
求
償
権
が
発
生
す
る
と

明
確
に
判
示
し
て
い
る
。
賠
償
金
を

原
告
は
受
け
取
っ
て
い
な
い
が
、
相

当
額
は
流
用
で
執
行
さ
れ
て
い
る
。

西
岡
前
市
長
に
対
す
る
損
害
賠
償
は
、

本
予
算
の
歳
入
に
計
上
さ
れ
な
い
説

明
も
な
く
、
今
後
、
確
定
判
決
に
の

っ
と
っ
て
西
岡
前
市
長
に
求
償
権
を

行
使
し
て
い
く
表
明
も
な
い
。
敗
訴

判
決
に
誰
も
責
任
を
取
ら
な
い
ま
ま
、

違
法
な
段
階
的
廃
園
が
白
井
市
長
の

手
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
確

定
判
決
に
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら

市
長
は
速
や
か
に
求
償
権
を
行
使
し
、

市
の
損
害
を
補
填
す
べ
き
だ
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
定
額
減

税
と
補
足
給
付
、
低
所
得
者
向
け
の

給
付
、
障
が
い
者
・
介
護
施
設
、
保

育
施
設
へ
の
支
援
、
学
校
給
食
費
へ

の
補
助
な
ど
、
必
要
な
対
策
で
あ
り

賛
成
す
る
。

　

障
害
者
相
談
事
業
の
消
費
税
負
担

金
は
市
の
ミ
ス
だ
が
、
本
来
社
会
福

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

本
予
算
に
は
、
国
・
都
が
物
価
高

騰
対
策
や
子
育
て
支
援
策
と
し
て
用

意
し
た
財
源
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
多
世

代
の
市
民
生
活
を
守
る
た
め
の
予
算

が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
賛
成
す
る
。

公
明
党
は
若
者
政
策
と
し
て
全
国
で

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
基
に
、

「
子
育
て
応
援
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
」
を

発
表
。
こ
れ
を
基
に
政
府
は
「
こ
ど

も
未
来
戦
略
・
加
速
化
プ
ラ
ン
」
を

決
定
し
、
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
か
ら

子
ど
も
が
社
会
に
巣
立
つ
ま
で
の
切

れ
目
な
い
支
援
が
示
さ
れ
た
。
本
予

算
に
は
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
、
18
歳
に
な
る
ま
で
の
一
貫

し
た
相
談
支
援
や
専
門
機
関
へ
の
連

携
、
２
０
２
６
年
か
ら
始
ま
る
誰
で

も
通
園
制
度
を
見
据
え
た
「
多
様
な

他
者
と
の
関
わ
り
の
機
会
創
出
事
業
」

等
が
あ
る
。
一
方
、
物
価
高
騰
対
策

に
お
い
て
、
給
食
費
支
援
の
対
象
に

な
っ
て
い
な
い
幼
稚
園
や
、
自
宅
に

家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

５
月
30
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

厚
生
文
教
委
員
会
（
吹
春
や
す
た
か

委
員
長
）
に
付
託
し
、
６
月
11
日
の

委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
国
の
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
の
改
正
に
よ
り
、
規
定
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。

　

６
月
21
日
の
本
会
議
で
は
、
採
決

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
谷
た
か
こ
（
こ
が
お
も
）

　

本
案
は
国
や
都
の
補
助
金
等
を
活

用
し
、
物
価
高
騰
等
の
影
響
を
受
け

る
市
民
や
事
業
者
を
支
援
す
る
予
算

だ
。
賛
成
す
る
主
な
理
由
は
３
つ
。

①
「
多
様
な
他
者
と
の
関
わ
り
の
機

会
の
創
出
事
業
」
は
こ
れ
ま
で
提
案

し
て
き
た
内
容
と
同
趣
旨
で
あ
り
、

民
間
幼
稚
園
と
調
整
し
な
が
ら
実
施

に
至
っ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

②
「
認
証
保
育
所
の
修
繕
費
補
助
金

制
度
」
は
、
陳
情
審
査
の
過
程
で
調

査
を
行
い
、
制
度
創
設
が
望
ま
し
い

と
述
べ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

③
学
校
給
食
費
の
物
価
高
騰
分
を
補

填
し
、
保
護
者
の
負
担
増
な
し
に
、

お
い
し
く
安
全
な
給
食
を
提
供
し
続

け
る
こ
と
、
別
室
指
導
の
拡
充
や
、

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
シ
ス
タ
ン

ト
の
配
置
等
、
学
校
教
育
環
境
が
充

実
す
る
も
の
で
歓
迎
す
る
。

　

一
方
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
定
額
減

税
及
び
そ
れ
を
補
足
す
る
給
付
金
は
、

地
方
自
治
体
の
事
務
負
担
が
非
常
に

重
く
、
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

担
当
職
員
の
尽
力
に
感
謝
す
る
。

審
議
し
た
主
な
議
案

議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　予：予算特別委員会

◯：賛成　×：反対　△：退席　－：欠席（体調不良）　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果

自 み 子 共 公 お参ネ緑街
付
　
託
　
先

河
野
　
麻
実

吹
春
や
す
た
か

五
十
嵐
京
子

遠
藤
百
合
子

岸
田
　
正
義

沖
浦
あ
つ
し

鈴
木
　
成
夫

村
山
ひ
で
き

古
畑
　
俊
男

渡
辺
　
大
三

高
木
　
章
成

片
山
か
お
る

た
ゆ
　
久
貴

水
上
　
洋
志

森
戸
よ
う
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

宮
下
　
　
誠

水
谷
た
か
こ

斎
藤
　
康
夫

安
田
け
い
こ

坂
井
え
つ
子

清
水
　
が
く

賛　否　が　分　か　れ　た　も　の

令和６年度小金井市一般会計補正予算（第２回） ○○○－○○○○○○○○○○○○○議○○○○○予 原案可決

小金井市市税条例の一部を改正する条例 ○○○－○○○○○○○○○○○○○議○○○○○総 原案可決

小金井市都市計画税条例の一部を改正する条例 ○○○－○○○○○○○○○○○○○議○○○○○総 原案可決

小金井市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○○○－○○○○○○○○○○○○○議○○○○○厚 原案可決

小金井市高齢者おむつ支給条例（議員提案） ×××××××××○○○○○○××議×××××厚 否　決

全　会　一　致　と　な　っ　た　も　の

専決処分の報告及び承認について（小金井市市税条例の一部を改正する条例）、専決処分の報告及び承認について（小金井市都市計画税条例の一部を改正する条例） 即 承　認

固定資産評価審査委員会委員の選任に関し同意を求めることについて、監査委員の選任に関し同意を求めることについて 即 同　意

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　　子：子どもの権利を守る会　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会�
参：参政党小金井　　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　緑：緑・つながる小金井　　　街：街の仲間たち

各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

祉
事
業
は
非
課
税
と
す
べ
き
で
あ
る
。

補
正
予
算
は
、
原
油
価
格
・
物
価
高

騰
対
策
の
関
連
経
費
と
し
て
、
８
億

８
千
774
万
千
円
が
予
算
総
額
で
、
そ

の
う
ち
、
一
般
財
源
が
３
千
178
万
９

千
円
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
学

校
給
食
費
の
無
償
化
は
、
国
分
寺

市
・
武
蔵
野
市
・
八
王
子
市
が
こ
の

第
２
回
定
例
会
で
無
償
化
の
予
算
を

計
上
し
た
。
本
市
に
隣
接
す
る
自
治

体
は
す
べ
て
一
部
実
施
を
含
め
て
無

償
と
な
っ
た
。
物
価
高
騰
と
と
も
に

電
気
料
金
の
負
担
等
で
市
民
生
活
や

事
業
者
の
現
状
は
、
ま
す
ま
す
深
刻

で
あ
る
。
市
民
生
活
と
営
業
に
心
を

寄
せ
た
更
な
る
支
援
が
必
要
だ
っ
た

と
考
え
る
。
今
後
の
支
援
強
化
を
求

め
る
。

い
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
食
費
の
支
援

が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
は
問
題
で

あ
り
、
今
後
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
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請願・陳情の審議結果
付託先略称　総：総務企画委員会　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　議：議会運営委員会

◯：賛成　×：反対　△：退席　－：欠席（体調不良）　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果

自 み 子 共 公 お参ネ緑街
付
　
託
　
先

河
野
　
麻
実

吹
春
や
す
た
か

五
十
嵐
京
子

遠
藤
百
合
子

岸
田
　
正
義

沖
浦
あ
つ
し

鈴
木
　
成
夫

村
山
ひ
で
き

古
畑
　
俊
男

渡
辺
　
大
三

高
木
　
章
成

片
山
か
お
る

た
ゆ
　
久
貴

水
上
　
洋
志

森
戸
よ
う
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

宮
下
　
　
誠

水
谷
た
か
こ

斎
藤
　
康
夫

安
田
け
い
こ

坂
井
え
つ
子

清
水
　
が
く件　　名 要　　旨

小金井市議会に対し国民年金法第
２４条ただし書を削除する改正を
求める意見書を国会に提出するよ
う求める陳情書

国民年金法 24 条により、国民年金は税務当局の徴税の対象
である。当年金は生計の命綱であり、徴税から保護すべきで
ある。よって国民年金法 24条を改正し、ただし書を削除する
意見書を国会に提出することを求める。

×××－××××××××○○○××議×××××厚 不採択

陳情の審議未了処置において議員
らの恣意的な都合を流入させない
ため要件を作成し、それに基づい
て審議することを求める陳情書

先般行われた陳情審査に対し、審議未了に至った経過及び理
由を述べずに議決をした市議会は責務を怠慢している。今後
審議未了処置を行う際は要件を規定したうえで、適正な理由
を付することを求める。

×××××××××○○○○○○××議×××××議 不採択

小金井市議会は憲法 14 条に違反
する地方税法の規定の改正を求め
る意見書を国会に提出することを
求める陳情書

地方税法 343 条及び 348 条は矛盾し、固定資産税を定める
規定は憲法 14条に違反する。公務員が憲法 14条を守る立場
ならば市議会議員においても当陳情に賛意を求め、国会に意
見書を提出することを求める。

×××－×××××××××××××議×××××総 不採択

審議会等において職員が不確かな
ことや個人的な見解などを述べ、
審議会の議論をミスリードするこ
とのないよう求める陳情書

職員が審議会等で不確かなことや個人的な見解などを述べて
ミスリードしないこと、また、「ゆずる輪」事業を見直し、旧
リサイクル事業所と同程度の実績を上げ得るリユース事業の
策定を求める。

×××－×××××○○○○○○××議×××××建 不採択

日野市民への負担に配慮すべく可
燃ごみの搬出量を広域支援時の水
準に留めることを求める陳情書

市から、３市ごみ減量推進市民会議への出席率が低い事業者
に対し、日野市民の負担軽減のため、浅川環境清流組合可燃
ごみ処理施設への搬出がないものとして、指導することを求め
る。

×××－×××××○○○×××××議×××××建 不採択

次の定例会中の委員会で審査する請願・陳情の提出期限は、9月3日（火）午後5時までです。

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　　子：子どもの権利を守る会　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会�
参：参政党小金井　　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　緑：緑・つながる小金井　　　街：街の仲間たち

会　派　名 会派人数 交付額（A）（※ 1） 預金利子（B） 収入（C）（A＋ B） 支出額（D） 返還額（C－D）（※ 2）
自由民主党・信頼の小金井 4人 1,440,000 円 8円 1,440,008 円 1,435,493 円 4,515 円
み ら い の こ が ね い 4人 1,440,000 円 1円 1,440,001 円 1,439,889 円 112 円
子どもの権利を守る会（※3） 4人 1,440,000 円 0円 1,440,000 円 1,439,952 円 48円
日本共産党小金井市議団 3人 1,080,000 円 2円 1,080,002 円 1,043,468 円 36,534 円
小 金 井 市 議 会 公 明 党 3人 1,080,000 円 5円 1,080,005 円 677,247 円 402,758 円
小金井をおもしろくする会 1人 360,000 円 1円 360,001 円 358,776 円 1,225 円
参 政 党 小 金 井（※4） 1人 360,000 円 1円 360,001 円 285,935 円 74,066 円
生 活 者 ネ ッ ト ワ ー ク 1人 360,000 円 2円 360,002 円 277,613 円 82,389 円
緑・ つ な が る 小 金 井 1人 360,000 円 0円 360,000 円 360,000 円 0円
街 の 仲 間 た ち 1人 360,000 円 0円 360,000 円 312,530 円 47,470 円
合 　 　 計 23人 8,280,000 円 20円 8,280,020 円 7,630,903 円 649,117 円
※ 1　会派の所属人数に月額 30,000 円を乗じた金額を交付しています。
※ 2　残額は市に返還しています。
※ 3　今後、一部返金する予定があるため、修正が生じた際には改めてホームページ等でお知らせします。
※ 4　令和 5年 8月 1日付けで会派の異動あり。（旧会派名称：こがねい市民会議）

　政務活動費は、議員の調査研究等に必要な経費の一部として、
議会における会派に対して交付するものです。

　各会派の収入・支出報告書、支出調書、収入・支出整理簿、領
収書等の写しについては、市ホームページに掲載しています。

令和５年度　政務活動費収支報告

議
会
報
告
会「
し
ゃ
べ
り
場
」を

�

開
催
し
ま
し
た

市
議
会
の
情
報
を
Ｘ
で

�

発
信
し
て
い
ま
す

議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

【６月19日】
▶　各部会の状況報告について
▶　議会改革の調査事項について

【７月18日】
▶�　武蔵小金井駅北口駅前東地区市街
地再開発事業に係る都市計画（原案）
について

広報協議会を開催しました

全員協議会を開催しました

小
金
井
市
議
会
に
対
し
国
民

年
金
法
第
24
条
の
た
だ
し
書
を

削
除
す
る
改
正
を
求
め
る

意
見
書
を
国
会
に
提
出
す
る

よ
う
求
め
る
陳
情
書

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

森
戸
よ
う
子
（
日
本
共
産
党
）

　

憲
法
で
は
国
民
は
納
税
の
義
務
を

負
う
と
規
定
し
て
い
る
。
滞
納
は
好

ま
し
く
な
い
が
、
様
々
な
事
情
で
払

え
な
い
場
合
が
あ
り
、
行
政
の
丁
寧

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
現
在
の
国

民
年
金
法
第
24
条
で
は
差
し
押
さ
え

は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
た

だ
し
書
き
で
、
老
齢
基
礎
年
金
を
差

し
押
さ
え
ら
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
。

　

陳
情
者
は
、
国
民
年
金
法
第
24
条

の
規
定
が
受
給
権
を
保
護
す
る
も
の

で
あ
り
な
が
ら
、
老
齢
基
礎
年
金
の

場
合
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
問
題
で
あ
る
と
指
摘
し
て

い
る
。

　

指
摘
の
と
お
り
、
年
金
受
給
者
の

受
給
権
を
剥
奪
す
る
、
生
存
権
に
関

わ
る
問
題
で
あ
る
。
老
齢
基
礎
年
金

の
全
額
差
し
押
さ
え
は
や
っ
て
は
な

ら
な
い
。
物
価
高
騰
や
年
金
受
給
金

額
の
目
減
り
に
よ
り
年
金
生
活
者
は

苦
し
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
書
き
の
削
除
を
求
め
る
国

民
年
金
法
の
改
正
に
賛
成
す
る
。

　

小
金
井
市
議
会
は
、
令
和
６
年
８
月
９
日
（
金
）
に

小
金
井�

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
、
10
日
（
土
）
に

前
原
町
西
之
台
会
館
で
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

詳
細
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
８
月
６
日

（
火
）
に
議
員
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
は
「
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
テ
ー
マ
と
し
、
山
田

真
司
さ
ん
（
シ
ー
ズ
・

オ
ブ
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
代
表
）
を
講
師
に
お

招
き
し
ま
し
た
。

　

市
議
会
公
式
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
か
ら
、
本
会
議
、

各
委
員
会
等
の
開
催
の
情
報
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

の
新
着
情
報
な
ど
、
市
議
会
の
活
動
に
関

す
る
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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（4面〜6面）　　 6 月 4 日、 ５ 日、 6 日、 ７ 日
一 般 質 問

※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。
　二次元コードをスマートフォン等で読み取ると、YouTubeでご
覧いただくことができます。

（自民党・信頼）　自由民主党・信頼の小金井	 （こ	が	お	も）　小金井をおもしろくする会
（み　		ら　		い）　みらいのこがねい	 （参　政　党）　参政党小金井
（子どもの権利）　子どもの権利を守る会	 （生活者ネット）　生活者ネットワーク
（日本共産党）　日本共産党小金井市議団	 （緑・つながる）　緑・つながる小金井
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会
派
の
略
称

る
。

　

❷
大
地
震
で
大
火
災
が
発
生

し
た
こ
と
が
あ
る
。
本
市
が
被

災
地
と
な
り
火
災
が
発
生
し
た

際
、
ア
火
を
消
す
こ
と
も
重
要

だ
が
、
火
災
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
よ
う
に
避
難
す
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。「
火
事
で
す
逃
げ

て
！
」
と
隣
近
所
に
声
を
か
け

な
が
ら
避
難
す
る
訓
練
を
実
施

し
な
い
か
。
イ
地
域
の
防
災
倉

庫
に
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
が
入
っ

て
い
る
所
が
あ
り
、
有
効
活
用

し
な
い
か
。

　

部
長　

ア
非
常
時
で
も
慌
て

な
い
避
難
行
動
に
は
有
用
で
あ

る
と
考
え
る
。
訓
練
方
法
等
は

研
究
し
て
い
き
た
い
。
イ
自
主

防
災
組
織
19
団
体
で
所
有
し
て

お
り
、
可
搬
ポ
ン
プ
よ
り
有
用

な
資
機
材
と
認
識
し
て
い
る
。

す
今
後
の
部
活
動
の
方
向
性
、

全
体
像
が
見
え
な
い
。
早
急
に

そ
の
方
向
性
を
示
す
た
め
、
ニ

ー
ズ
調
査
や
検
討
は
、
現
在
進

行
中
の
地
域
移
行
の
議
論
と
並

行
し
て
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

部
長　

ア
児
童
数
・
ク
ラ
ス

数
が
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
て
も
、
特

別
教
室
等
へ
の
転
換
が
課
題
。

提
案
の
柔
軟
対
応
は
今
後
の
状

況
を
勘
案
し
研
究
し
た
い
。
イ

児
童
・
生
徒
、
教
員
に
対
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
現
状
把

握
に
努
め
て
い
る
。
部
活
動
指

導
員
の
配
置
等
で
支
援
し
、
他

市
事
例
を
注
視
し
つ
つ
、
生
涯

学
習
課
と
連
携
し
、
今
後
の
部

活
動
の
在
り
方
を
研
究
し
た
い
。

■
そ
の
他
、「
ま
ち
の
魅
力
発
信
」

「
公
道
へ
の
ベ
ン
チ
設
置
」
に
つ

い
て
質
疑
・
要
望
し
ま
し
た
。

ー
ビ
ス
、
さ
く
ら
ポ
イ
ン
ト
付

与
の
創
設
。
エ
町
会
・
自
治
会

運
営
の
財
源
に
で
き
る
新
た
な

補
助
金
。
オ
東
京
都
、
大
学
等

と
連
携
し
都
営
住
宅
自
治
会
と

学
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ
。
カ
町
会

・
自
治
会
が
独
自
に
街
角
に
設

置
し
て
い
る
情
報
掲
示
版
へ
の

製
作
費
や
設
置
費
補
助
。
キ
町

内
会
電
子
回
覧
板
の
導
入
。
ク

一
部
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

を
み
な
し
自
治
会
と
す
る
制
度
。

　

部
長　

ア
イ
ウ
ク
研
究
課
題

と
し
た
い
。
エ
現
在
、
町
会
・

自
治
会
の
活
動
費
に
対
し
て
補

助
金
で
な
く
市
政
だ
よ
り
等
の

回
覧
へ
の
対
応
と
し
て
配
布
謝

礼
を
出
し
て
い
る
。
オ
留
意
し

た
い
。
カ
需
要
調
査
を
検
討
し

た
い
。
キ
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
対
応
が
必
要
。
検
討
し
た
い
。

小
金
井
市
史
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的

に
分
か
り
や
す
く
表
現
し
た
文

献
の
発
行
の
検
討
を
始
め
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
検
討
を
加
速
さ

せ
た
い
。
ウ
近
隣
市
と
は
様
々

な
形
で
連
携
を
し
て
お
り
、
今

後
も
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

❷
昨
年
以
上
に
夏
の
暑
さ
に

対
し
、
地
方
自
治
体
の
対
策
が

重
視
さ
れ
て
い
る
。
ア
昨
年
ま

で
と
違
う
具
体
策
を
聞
き
た
い
。

イ
市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

　

部
長　

ア
熱
中
症
の
対
策
強

化
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、
法

改
正
も
あ
り
庁
内
に
熱
中
症
対

策
本
部
を
設
置
、
部
会
も
作
っ

た
。
予
防
と
啓
発
、
市
民
へ
の

注
意
喚
起
、
涼
み
処
の
実
施
、

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
実

施
、
高
齢
者
の
見
守
り
を
進
め

る
。
イ
市
報
な
ど
で
周
知
す
る
。

教
員
へ
の
研
修
な
ど
の
支
援
機

能
の
強
化
は
考
え
て
い
る
。

　

教
育
長　

ア
単
な
る
機
能
の

集
約
で
は
な
く
、
新
た
な
相
談

機
能
や
医
療
と
の
関
係
性
を
持

つ
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
ま

た
最
近
の
多
様
な
進
路
選
択
に

対
し
て
、
そ
の
子
の
特
性
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
対
応
が
必

要
。
イ
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
新
庁
舎
を
待
た
ず
、
で

き
る
こ
と
か
ら
前
倒
し
を
し
て
、

新
た
な
子
ど
も
の
困
り
感
の
対

応
を
充
実
す
る
こ
と
が
必
要
。

■
そ
の
他
、
１
月
か
ら
始
ま
っ

た
「
お
く
や
み
支
援
窓
口
」
の

評
価
や
今
後
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

化
の
検
討
に
つ
い
て
、
名
勝
小

金
井
（
サ
ク
ラ
） 

名
勝
指
定
100

周
年
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　

部
長　

ア
和
食
に
つ
い
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
食
育
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

栄
養
講
習
会
で
情
報
を
提
供
す

る
。
イ
和
食
献
立
を
学
校
給
食

に
取
り
入
れ
、
和
食
文
化
を
伝

承
し
、
和
食
の
推
進
に
努
め
る
。

ウ
栄
養
士
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、

栄
養
価
の
高
い
多
様
な
米
飯
給

食
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　

❷
公
的
喫
煙
所
設
置
に
つ
い

て
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
向

け
、
庁
内
を
挙
げ
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。
現
状
認
識
は
。

　

市
長　

今
後
、
市
民
健
康
づ

く
り
審
議
会
の
審
議
に
よ
り
、

受
動
喫
煙
の
生
じ
る
こ
と
の
な

い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
、
児
童
生
徒
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
犯
罪
被
害
を
な
く
す
た
め
に

を
質
問
し
ま
し
た
。

要
件
精
査
を
し
て
い
る
段
階
で
、

精
査
が
整
え
ば
、
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
も
含
め
、
相
談
支

援
事
業
所
へ
配
置
を
呼
び
か
け

て
ま
い
り
た
い
。

　

イ
地
域
自
立
支
援
協
議
会
で

は
、
前
期
か
ら
の
引
継
事
項
や
、

障
害
者
計
画
の
重
要
課
題
を
踏

ま
え
て
設
置
し
た
。
具
体
的
に

は
、
工
賃
向
上
と
、
第
７
期
障

害
者
計
画
に
記
載
の
障
害
者
支

援
施
設
の
確
保
に
向
け
た
取
組

を
事
務
局
側
か
ら
提
案
し
、
協

議
会
委
員
か
ら
障
害
者
支
援
施

設
に
つ
い
て
検
討
す
る
部
会
を

と
い
う
意
見
も
あ
り
、
検
討
部

会
が
設
置
さ
れ
た
。

■
そ
の
他
、
市
民
防
災
力
向
上

の
た
め
、
防
災
基
本
条
例
を
策

定
し
な
い
か
、
質
問
し
ま
し
た
。

　

❶
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
一
人
で
外
出
す
る
こ
と
が
困

難
な
障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が

自
家
用
車
で
送
迎
を
行
う
こ
と

で
、
通
院
や
社
会
活
動
を
支
え

て
い
る
福
祉
有
償
運
送
サ
ー
ビ

ス
「
ハ
ン
デ
ィ
サ
ポ
ー
ト
こ
が

ね
い
」
が
事
業
を
終
了
す
る
と

伺
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と

し
て
い
る
利
用
者
へ
の
支
援
が

な
く
な
る
の
は
問
題
で
事
業
終

了
以
外
の
解
決
策
は
な
い
の
か
。

　

部
長　

運
転
ス
タ
ッ
フ
の
高

齢
化
と
新
規
担
い
手
の
増
員
が

見
込
め
な
い
こ
と
が
終
了
の
経

緯
で
あ
る
。
市
と
し
て
は
利
用

者
か
ら
個
別
相
談
を
受
け
他
の

サ
ー
ビ
ス
利
用
を
検
討
し
て
い

　

ア
学
区
域
の
見
直
し
は
、
本

市
の
最
上
位
計
画
第
５
次
基
本

構
想
に
掲
げ
て
い
る
が
、
現
在

児
童
数
増
加
対
応
等
で
本
格
的

な
議
論
は
未
だ
で
き
ず
に
い
る
。

一
方
、
学
校
長
寿
命
化
計
画
に

よ
る
児
童
数
増
加
具
合
や
ピ
ー

ク
は
学
校
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き

が
あ
る
。
現
実
的
視
点
で
、
で

き
る
所
か
ら
「
よ
り
近
い
小
学

校
へ
通
わ
せ
た
い
ニ
ー
ズ
へ
の

柔
軟
対
応
」
を
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
イ
教
員
の
負
担
増

や
顧
問
の
成
り
手
不
足
等
に
よ

り
廃
部
が
現
実
と
な
る
今
、
市

の
中
学
校
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
は
、
学
校
間
部
活
動
で
あ

る
拠
点
校
方
式
等
は
「
模
索
す

る
」
に
留
ま
り
、
本
市
が
目
指

　

本
市
の
町
会
・
自
治
会
加
入

率
は
令
和
５
年
度
で
34
・
８
％
。

災
害
時
対
応
の
面
か
ら
緊
急
か

つ
迅
速
に
対
応
す
べ
き
課
題
。

町
会
・
自
治
会
の
拡
充
は
市
民

の
命
を
守
る
こ
と
。
新
規
設
立

直
後
の
活
動
経
費
を
補
助
す
る

こ
と
や
不
動
産
業
者
に
ご
協
力

頂
き
新
規
転
入
者
の
方
が
物
件

探
し
の
段
階
か
ら
加
入
案
内
を

お
渡
し
す
る
こ
と
に
加
え
、
次

の
取
組
を
実
施
し
な
い
か
。
ア

活
動
を
支
援
す
る
市
職
員
を
ブ

ロ
ッ
ク
地
区
ず
つ
配
置
す
る
地

域
担
当
職
員
制
度
。
イ
他
市
事

例
を
参
考
に
町
会
・
自
治
会
加

入
促
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
。

ウ
加
入
者
が
市
内
飲
食
店
や
施

設
を
安
く
利
用
で
き
る
優
待
サ

　

❶
御
門
訴
事
件
は
、
明
治
の

初
め
に
品
川
県
下
に
置
か
れ
た

小
金
井
と
周
辺
の
12
か
村
の
村

人
が
、
凶
作
の
中
で
の
新
た
な

増
税
に
反
対
し
、
嘆
願
に
行
っ

た
先
で
大
混
乱
と
な
り
、
最
終

的
に
死
者
６
名
を
出
し
た
と
い

う
地
域
の
歴
史
の
一
コ
マ
で
あ

る
。
ア
事
件
の
こ
と
は
市
民
の

研
究
か
ら
知
っ
た
が
、
地
域
の

歴
史
調
査
に
市
民
と
の
協
力
関

係
を
作
ら
な
い
か
。
イ
近
隣
市

と
の
協
力
で
御
門
訴
事
件
の
本

を
作
る
な
ど
検
討
し
な
い
か
。

ウ
近
隣
市
と
の
連
携
の
現
状
は
。

　

部
長　

ア
歴
史
に
造
詣
の
深

い
市
民
の
力
を
借
り
て
の
共
同

作
業
は
効
果
的
な
取
組
と
考
え
、

可
能
な
所
か
ら
進
め
た
い
。
イ

　

教
育
委
員
会
で
は
、
一
人
ひ

と
り
の
子
ど
も
の
そ
の
子
ら
し

さ
を
最
大
限
に
伸
ば
す
関
わ
り

を
チ
ー
ム
と
し
て
追
求
す
る
支

援
を
就
学
前
か
ら
切
れ
目
な
く

行
う
た
め
に
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
基
本
構
想
を
２
年
前
に
策
定

し
て
い
る
。
ア
例
え
ば
Ｌ
Ｄ
な

ど
へ
の
適
切
な
診
断
や
支
援
、

多
岐
に
わ
た
る
進
路
相
談
な
ど

機
能
強
化
の
検
討
を
し
な
い
か
。

イ
新
庁
舎
竣
工
を
待
た
ず
に
早

期
設
置
を
し
な
い
か
。

　

部
長　

ア
支
援
の
専
門
性
に

つ
い
て
、
例
え
ば
読
み
書
き
に

精
通
し
た
専
門
家
を
招
聘
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
読
み
書
き
に
困

り
感
を
抱
え
て
い
る
児
童
・
生

徒
、
保
護
者
に
対
す
る
助
言
や
、

　

❶
健
康
維
持
と
医
療
費
の
削

減
へ
の
政
策
の
充
実
が
望
ま
れ

て
い
る
。
世
界
主
要
国
で
減
少

傾
向
に
あ
る
「
が
ん
」
は
日
本

で
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
健
康

維
持
の
た
め
、
食
事
形
態
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
ア
メ
リ
カ
の
マ
ク
ガ
バ
ン

レ
ポ
ー
ト
で
は
理
想
食
と
し
て
、

元
禄
時
代
以
前
の
日
本
の
食
事

を
報
告
し
て
い
る
。
ア
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
和
の
食
事
形

態
の
在
り
方
の
、
改
め
て
の
推

奨
を
食
育
の
活
動
の
一
環
と
し

て
提
案
し
な
い
か
。
イ
学
校
給

食
に
お
け
る
米
飯
給
食
の
回
数

を
増
や
さ
な
い
か
。
ウ
米
飯
給

食
の
お
米
を
胚
芽
玄
米
入
り
や

分
づ
き
米
に
し
な
い
か
。

　

ア
障
が
い
児
者
の
親
亡
き
後

を
見
据
え
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
体

制
づ
く
り
の
現
状
は
ど
う
か
。

イ
第
７
期
障
害
者
計
画
148
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
た
「
障
害
者
支

援
施
設
の
確
保
の
た
め
の
取

組
」
の
検
討
は
、
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。

　

部
長　

ア
令
和
３
年
１
月
に

実
施
要
綱
を
制
定
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
機
能
を
担
う
事
業
所
の
確

保
を
進
め
、
令
和
５
年
度
に
は

５
つ
の
機
能
全
て
に
少
な
く
と

も
１
つ
の
事
業
所
が
登
録
し
て

い
る
状
況
。
機
能
充
実
の
た
め

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
相
談

支
援
事
業
所
等
へ
の
配
置
を
想

定
し
て
い
る
が
、
配
置
加
算
の

吹
春
や
す
た
か

（
自
民
党
・
信
頼
）

沖
浦
あ
つ
し

（
み
ら
い
）

村
山
ひ
で
き

（
み
ら
い
）

五
十
嵐
京
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

小
林
正
樹

（
公
明
党
）

遠
藤
百
合
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

鈴
木
成
夫

（
み
ら
い
）

福
祉
有
償
運
送
へ
配
慮
を
／

災
害
時
火
災
対
策
充
実
を

小
学
校
学
区
域
と
中
学
校

部
活
動
へ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ

町
会
・
自
治
会
の
加
入
率

向
上
と
活
動
支
援
の
た
め
に

郷
土
の
歴
史
／
御
門
訴
事
件

過
酷
な
夏
の
暑
さ
を
乗
切
る

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

早
期
設
置
を
求
め
る

和
食
の
す
す
め
／

公
的
喫
煙
所
の
設
置
を

障
が
い
児
者
の
親
亡
き
後
を

地
域
で
支
え
る
体
制
整
備
を

会議録が早くご覧になれるよう、未定稿（校正中）を公開しています。
http://www.city.koganei.tokyo.dbsr.jp/
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今
後
課
題
を
整
理
し
た
い
。
イ

開
館
時
間
の
延
長
等
、
施
設
利

用
が
難
し
い
市
民
へ
の
サ
ー
ビ

ス
を
拡
充
し
て
き
た
。
コ
ン
ビ

ニ
で
の
受
け
取
り
は
研
究
す
る

方
策
の
一
つ
で
あ
る
。

　

❸
ア
市
役
所
の
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
東
大

和
市
の
よ
う
に
勤
務
間
イ
ン
タ

ー
バ
ル
制
度
を
導
入
し
な
い
か
。

イ
市
長
が
職
員
に
紹
介
し
た

「
逆
プ
ロ
ポ
」
等
の
外
部
リ
ソ

ー
ス
を
活
用
し
な
い
か
。

　

部
長　

ア
丁
寧
な
対
応
が
必

要
で
あ
り
、
研
究
課
題
だ
。

　

市
長　

イ
「
仕
事
の
や
り
方

を
変
え
、
地
域
資
源
を
活
用
し

よ
う
」
と
、
新
た
な
ス
キ
ー
ム

の
例
示
と
し
て
紹
介
し
た
も
の

で
あ
り
、
今
後
も
先
進
的
な
取

組
を
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

０
２
２
年
、
１
階
男
子
ト
イ
レ

の
天
井
ボ
ー
ド
の
一
部
崩
落
は

驚
い
た
が
、
市
民
利
用
も
あ
る

中
、
人
的
被
害
が
な
か
っ
た
の

は
不
幸
中
の
幸
い
だ
っ
た
。
大

規
模
改
修
を
や
る
時
機
で
は
な

い
が
、
新
庁
舎
移
転
ま
で
の
維

持
は
必
須
だ
。
現
状
は
。

　

部
長　

水
回
り
の
修
繕
は
増

え
て
い
る
。
床
タ
イ
ル
の
剥
が

れ
は
職
員
等
で
張
り
直
し
た
。

窓
の
サ
ッ
シ
は
劣
化
が
激
し
く
、

台
風
や
大
雨
で
雨
水
が
流
入
す

る
。
年
に
１
、２
件
程
度
、
屋

上
や
外
壁
の
亀
裂
が
原
因
と
思

わ
れ
る
雨
漏
り
が
あ
っ
た
。
職

員
が
雑
巾
や
バ
ケ
ツ
で
対
応
し

て
い
る
。
来
庁
者
に
対
す
る
安

全
確
保
や
職
員
の
快
適
な
職
場

環
境
維
持
の
た
め
、
必
要
と
し

た
修
繕
は
適
切
に
対
応
し
た
い
。

き
た
い
。
小
金
井
市
が
率
先
し

て
、
地
域
の
担
い
手
不
足
解
消

を
実
践
す
れ
ば
、
必
ず
地
域
の

皆
さ
ん
は
喜
ん
で
く
れ
る
。
ま

た
、
地
域
の
担
い
手
不
足
解
消

の
た
め
政
府
か
ら
公
務
員
の
地

域
貢
献
に
対
し
地
域
貢
献
活
動

休
暇
を
新
た
に
創
設
で
き
る
方

針
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本

市
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
に
新

た
に
地
域
貢
献
活
動
に
特
化
し

た
条
文
追
加
も
検
討
す
べ
き
。

　

部
長　

市
職
員
が
働
く
上
で
、

地
域
で
の
活
動
が
頭
に
入
っ
て

い
る
と
担
当
業
務
の
質
を
高
め

る
と
考
え
る
。
地
域
活
動
で
培

っ
た
経
験
は
職
務
で
の
必
要
な

能
力
を
高
め
る
効
果
が
期
待
さ

れ
る
の
で
職
員
が
地
域
に
出
て

い
く
た
め
の
方
策
を
検
討
し
て

い
く
。

て
実
態
を
報
告
し
是
正
を
求
め

な
い
か
。
オ
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

の
研
修
や
国
基
準
を
目
指
し
て

増
員
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

部
長　

ア
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
か

ら
転
宅
を
希
望
す
る
方
に
は
適

切
に
対
応
す
る
。
イ
掲
載
を
検

討
す
る
。
ウ
最
低
生
活
の
保
障

と
自
立
の
助
長
を
図
る
状
況
と

は
言
え
な
い
。
エ
都
に
報
告
す

る
。
オ
総
合
的
に
勘
案
し
て
対

応
す
る
。

　

❷
み
ど
り
学
童
保
育
所
の
大

規
模
化
に
つ
い
て
問
う
。
特
に

第
３
学
童
保
育
所
は
、
暫
定
と

さ
れ
安
定
し
た
場
所
が
な
い
状

況
で
あ
る
。
抜
本
策
を
含
め
て

早
急
な
対
応
を
求
め
る
。

　

市
長　

全
庁
的
な
協
力
で
場

所
の
確
保
と
中
長
期
的
な
対
策

含
め
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
え
る
が
、
個
人
情
報
の
配
慮

が
必
要
と
分
か
っ
た
。
イ
令
和

５
年
度
は
申
請
76
件
、
助
成
47

件
、
今
年
度
は
申
請
32
件
、
助

成
10
件
で
多
く
の
方
か
ら
申
請

を
頂
い
て
い
る
。
ウ
早
期
発
見
、

早
期
対
応
に
よ
る
聞
こ
え
の
改

善
は
課
題
で
あ
る
。
エ
調
査
し

窓
口
担
当
の
意
見
も
聞
い
て
検

討
す
る
。

　

❷
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
２

０
１
３
年
か
ら
８
年
間
積
極
的

勧
奨
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

接
種
率
は
１
％
を
切
っ
て
い
た
。

一
昨
年
積
極
的
勧
奨
が
再
開
さ

れ
、
来
年
の
３
月
に
終
了
す
る

無
料
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

に
つ
い
て
全
力
で
周
知
す
べ
き
。

　

部
長　

９
月
ま
で
に
１
回
目

が
必
要
な
た
め
、
対
応
さ
せ
て

頂
く
。

き
た
と
の
こ
と
。
様
々
な
教
育

的
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
多
様
な

学
び
の
場
を
設
定
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
わ
か
っ
た
。
イ
仮
想

空
間
で
の
関
わ
り
や
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
へ
の
参
加
を
通
し
て
、

登
校
や
授
業
参
加
と
い
っ
た
現

実
空
間
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
る
。

　

教
育
長　

ウ
何
ら
か
の
理
由

で
学
校
に
通
え
な
く
な
っ
た
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
、
学
習
に

対
す
る
不
安
を
軽
減
す
る
こ
と

や
、
友
達
と
の
関
わ
り
の
大
切

さ
に
気
付
く
き
っ
か
け
に
な
っ

た
と
考
え
る
。
引
き
続
き
研
究

を
継
続
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
、
市
の
14
校
全
て
に

設
置
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活

動
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

ッ
ク
を
利
用
補
助
の
対
象
に
加

え
な
い
か
。

　

部
長　

ア
病
気
の
早
期
発
見

健
康
保
持
と
医
療
費
負
担
軽
減

が
目
的
。
補
助
金
額
は
日
帰
り

人
間
ド
ッ
ク
は
１
万
６
千
円
。

利
用
合
計
700
件
前
後
で
ほ
ぼ
横

ば
い
。
イ
市
と
契
約
し
て
い
る

７
か
所
の
医
療
機
関
に
入
っ
て

い
な
い
。
ウ
任
意
で
の
人
間
ド

ッ
ク
受
診
は
介
護
保
険
対
象
外
、

障
が
い
者
を
対
象
と
す
る
制
度

は
な
い
。
エ
今
回
初
め
て
お
話

を
い
た
だ
い
た
。
内
部
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
白
井
市
政
の
現
状

・
成
果
・
課
題
、
西
岡
前
市
長

に
よ
り
専
決
処
分
さ
れ
た
市
立

保
育
園
条
例
の
違
法
無
効
判
決

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

耐
容
１
日
摂
取
量
を
そ
れ
ぞ
れ

体
重
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
20

ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
し
て
い
る
。
こ

の
と
お
り
摂
取
し
続
け
る
と
血

中
濃
度
は
欧
米
の
勧
告
値
の
十

数
倍
に
な
る
。
世
界
で
は
健
康

が
懸
念
さ
れ
る
レ
ベ
ル
を
日
本

で
は
安
全
だ
と
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
市
と
し

て
は
ど
の
よ
う
な
見
解
か
。
強

い
基
準
を
求
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
ウ
血
液
検
査
、
地
下
水

や
土
壌
の
汚
染
の
調
査
及
び
除

去
な
ど
国
や
東
京
都
に
要
望
し

つ
つ
市
独
自
に
取
り
組
む
べ
き
。

　

部
長　

ア
国
や
東
京
都
に
要

望
を
継
続
し
て
い
く
。
イ
ウ
国

の
動
向
を
注
視
し
、
関
連
部
署

と
も
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

　

❶
ア
近
隣
市
で
は
戸
籍
等
の

証
明
書
を
郵
送
で
請
求
す
る
際
、

オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
が
可
能
だ
。

本
市
で
も
導
入
を
。
イ
繁
忙
期

は
コ
ン
ビ
ニ
で
の
発
行
手
数
料

を
下
げ
窓
口
の
混
雑
緩
和
を
。

　

部
長　

ア
利
用
者
負
担
の
軽

減
や
市
の
業
務
効
率
化
の
観
点

か
ら
導
入
の
研
究
を
始
め
て
い

る
。
イ
近
隣
自
治
体
へ
の
調
査

を
実
施
し
、
財
源
の
確
保
も
含

め
研
究
を
進
め
た
い
。

　

❷
ア
品
川
区
が
コ
ン
ビ
ニ
２

社
と
協
定
を
結
び
、
91
店
舗
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す
る
。
本
市
の

検
討
状
況
は
。
イ
図
書
館
の
本

を
コ
ン
ビ
ニ
で
受
け
取
れ
る
よ

う
に
し
な
い
か
。

　

部
長　

ア
費
用
負
担
も
含
め
、

　

❶
小
金
井
平
和
の
日
条
例
制

定
か
ら
10
年
が
経
つ
が
、
施
政

方
針
で
は
触
れ
ら
れ
ず
、
周
年

行
事
に
要
す
る
経
費
も
な
い
。

ア
周
年
行
事
を
行
お
う
。
イ
補

正
予
算
を
組
ん
で
で
も
実
施
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
ウ
平
和
に

関
す
る
市
民
提
案
事
業
を
募
集

す
る
な
ど
、
市
民
と
一
緒
に
平

和
事
業
を
拡
大
し
な
い
か
。

　

部
長　

ア
記
念
行
事
は
毎
年

実
施
し
て
い
る
。
10
周
年
を
機

と
し
た
代
替
的
な
実
施
で
は
な

く
、
今
の
事
業
の
周
知
拡
大
等

を
考
え
た
い
。
イ
創
意
工
夫
で

予
算
の
範
囲
内
で
検
討
す
る
。

ウ
提
案
と
し
て
受
け
止
め
る
。

　

❷
耐
用
年
数
50
年
の
本
庁
舎

は
不
具
合
が
増
え
て
い
る
。
２

　

市
内
で
は
地
域
活
動
の
担
い

手
不
足
、
役
員
の
な
り
手
が
い

な
い
状
況
が
あ
る
。
私
が
所
属

す
る
本
町
二
丁
目
町
会
も
同
様

だ
。
私
た
ち
町
会
も
こ
の
現
状

に
た
だ
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
町
会
・
商
店

会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
地
域
連
携
事

業
を
通
し
て
町
会
と
し
て
も
地

域
の
担
い
手
確
保
、
新
た
な
町

会
加
入
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
地
域
の
担
い
手
不
足
を
解

消
す
る
た
め
、
ま
ず
は
市
の
職

員
が
率
先
し
て
地
域
に
参
加
し

て
は
も
ら
え
な
い
か
。
私
は
、

市
職
員
が
自
発
的
に
地
域
人
材

の
一
端
を
担
う
、
地
域
に
飛
び

出
す
職
員
を
応
援
す
る
体
制
を
、

今
後
も
市
と
一
緒
に
考
え
て
い

　

❶
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
と
指
摘
さ

れ
る
問
題
に
つ
い
て
問
う
。
ア

生
活
保
護
問
答
集
の
改
定
で
、

「
自
立
助
長
の
妨
げ
と
な
る
借

家
等
に
居
住
す
る
者
」
へ
の
助

言
に
つ
い
て
、「
不
当
な
行
為
が

認
め
ら
れ
る
場
合
」、「
転
居
を

促
す
な
ど
必
要
な
支
援
」
が
明

記
さ
れ
た
。
ど
う
受
け
止
め
る

の
か
。
イ
変
更
点
含
め
て
、
生

活
保
護
の
し
お
り
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
て
ほ
し
い
。
ウ

市
内
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、

通
帳
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

等
を
施
設
が
管
理
、
施
設
へ
の

借
金
が
発
生
し
、
自
立
で
き
な

い
な
ど
の
実
態
が
あ
る
。
生
活

保
護
法
の
目
的
に
反
す
る
の
で

は
な
い
か
。
エ
国
・
都
に
対
し

　

❶
65
歳
以
上
で
耳
が
聞
こ
え

に
く
い
と
自
覚
の
あ
る
方
は
９

割
に
及
ぶ
（
国
民
生
活
基
礎
調

査
）。
難
聴
を
放
っ
て
お
け
ば

認
知
症
や
要
介
護
の
リ
ス
ク
が

増
す
が
、
国
内
千
400
万
人
の
難

聴
者
の
う
ち
補
聴
器
を
利
用
し

て
い
る
人
は
、
200
万
人
と
の
こ

と
。
窓
口
で
の
聞
き
漏
ら
し
等
、

社
会
生
活
上
に
支
障
が
生
じ
て

い
る
。
ア
市
の
窓
口
の
集
音
器

の
状
況
は
。
イ
補
聴
器
購
入
費

助
成
の
状
況
は
。
ウ
ヒ
ア
リ
ン

グ
フ
レ
イ
ル
予
防
に
耳
の
簡
易

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
導
入
し
な
い

か
。
エ
市
役
所
窓
口
に
、
個
人

情
報
に
配
慮
し
た
軟
骨
伝
導
イ

ヤ
ホ
ン
を
導
入
し
な
い
か
。

　

部
長　

ア
集
音
器
は
良
く
聞

　

表
題
に
つ
い
て
は
、
文
部
科

学
省
に
よ
る
次
世
代
の
学
校
教

育
現
場
を
見
据
え
た
先
端
技
術
、

教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
の
推
進

事
業
と
し
て
、
市
教
育
委
員
会

と
有
識
者
、
事
業
者
と
２
か
年

に
わ
た
り
実
証
事
業
を
行
っ
た
。

ア
本
事
業
の
効
果
と
検
証
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か
。
イ
教
育
支
援
に
お
い

て
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
と
現
実
空

間
と
の
間
で
考
え
ら
れ
る
こ
と

は
何
か
。
ウ
実
証
事
業
が
終
了

し
た
が
、
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

　

部
長　

ア
児
童
・
生
徒
の
対

人
関
係
に
関
す
る
苦
手
意
識
の

軽
減
や
、
チ
ャ
ッ
ト
機
能
を
使

用
し
た
交
流
に
よ
り
友
達
が
で

　

小
金
井
市
で
は
人
間
ド
ッ
ク
、

脳
ド
ッ
ク
へ
補
助
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
ア
目
的
と
概
要
・
利

用
実
績
を
伺
う
。
イ
所
沢
市
に

あ
る
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
病
院
で
は

「
障
が
い
の
あ
る
方
の
人
間
ド

ッ
ク
」
を
実
施
し
て
い
る
。
５

万
円
近
い
費
用
は
市
か
ら
の
補

助
対
象
外
。
医
師
も
検
査
ス
タ

ッ
フ
も
障
が
い
者
に
慣
れ
て
い

て
看
護
師
２
名
が
同
行
。
関
東

一
円
か
ら
昨
年
度
29
名
が
受
診
。

障
が
い
種
別
に
制
限
な
く
、

個
々
の
障
が
い
に
応
じ
た
対
応
。

利
用
補
助
も
職
員
共
済
も
対
象

外
だ
が
理
由
は
。
ウ
要
介
護
者

の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
に
援
助
は
。

エ
障
が
い
の
あ
る
方
の
人
間
ド

　

全
国
各
地
で
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染

が
明
ら
か
に
な
り
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

が
健
康
被
害
を
も
た
ら
す
原
因

物
質
と
し
て
注
目
さ
れ
、
不
安

が
広
が
っ
て
い
る
。
正
し
く
恐

れ
て
、
し
っ
か
り
と
防
御
し
て
、

汚
染
源
を
突
き
止
め
流
出
を
食

い
止
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

市
に
は
行
政
と
し
て
そ
の
役
割

を
果
た
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ア
報
道
で
米
軍
横
田
基
地
で
の

漏
洩
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

市
と
し
て
立
入
調
査
を
国
や
東

京
都
に
求
め
て
汚
染
源
の
特
定

に
努
め
る
べ
き
。
イ
世
界
的
に

規
制
強
化
が
進
ん
で
い
る
。
し

か
し
、
日
本
の
食
品
安
全
委
員

会
が
ま
と
め
た
案
で
は
、
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
に
つ
い
て
、

水
谷
た
か
こ

（
こ
が
お
も
）

坂
井
え
つ
子

（
緑
・
つ
な
が
る
）

清
水
が
く

（
街
の
仲
間
た
ち
）

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

渡
辺
ふ
き
子

（
公
明
党
）

古
畑
俊
男

（
子
ど
も
の
権
利
）

高
木
章
成

（
子
ど
も
の
権
利
）

た
ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

郵
送
請
求
の
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済

／
コ
ン
ビ
ニ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

「
平
和
の
日
条
例
」10
周
年
／

築
59
年
本
庁
舎
の
今

地
域
の
担
い
手
不
足
を

解
消
す
る
た
め
の
提
案
！

み
ど
り
学
童
保
育
所
の

大
規
模
化
の
解
消
を
求
め
る

高
齢
に
よ
る
難
聴
支
援
／

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
を

バ
ー
チ
ャ
ル
教
育
空
間「
教

育
メ
タ
バ
ー
ス
」に
つ
い
て

障
が
い
者
用

人
間
ド
ッ
ク
に
も
補
助
金
を

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
へ
の

対
策
の
強
化
を
求
め
る
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イ
地
域
で
の
つ
な
が
り
や
相
談

体
制
の
充
実
。
ウ
都
の
補
助
金

等
も
活
用
し
充
実
に
努
め
る
。

エ
児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

個
性
の
発
見
、
良
さ
や
可
能
性

を
伸
ば
し
、
全
て
の
児
童
・
生

徒
の
居
場
所
と
な
る
よ
う
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　

❷
最
期
ま
で
自
分
の
尊
厳
が

守
ら
れ
る
仕
組
み
作
り
に
つ
い

て
。
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

誓
し
た
家
族
の
終
活
は
。
イ
終

活
支
援
条
例
を
策
定
し
た
大
和

市
で
は
終
活
専
用
窓
口
を
設
置
。

生
前
契
約
事
業
も
行
っ
て
い
る
。

本
市
で
も
参
考
に
し
な
い
か
。

　

部
長　

ア
社
協
で
後
見
人
等

の
実
務
相
談
を
実
施
。
セ
ク
シ

ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
た
め
の

法
律
相
談
を
案
内
。
イ
引
き
続

き
他
市
の
状
況
等
を
見
て
い
く
。

設
は
小
金
井
市
に
お
い
て
一
番

高
い
買
い
物
で
あ
り
、
非
常
に

重
要
度
が
高
く
、
市
長
は
住
民

投
票
に
反
対
す
べ
き
で
な
い
。

　

市
長　

市
民
投
票
は
、
特
に

重
要
な
政
策
で
、
市
民
の
間
、

ま
た
は
市
民
・
議
会
も
し
く
は

市
長
の
間
に
重
大
な
意
見
の
相

違
が
あ
り
、
市
民
の
意
見
を
直

接
問
う
必
要
が
あ
る
場
合
に
つ

い
て
の
み
実
施
さ
れ
る
べ
き
も

の
。
他
の
市
民
参
加
手
続
に
比

べ
、
格
段
に
対
象
事
案
の
重
要

度
が
高
い
も
の
に
限
定
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
。

■
そ
の
他
、
不
登
校
児
童
・
生

徒
の
健
康
診
断
に
つ
い
て
、
東

小
金
井
駅
周
辺
の
交
通
安
全
、

歩
行
者
の
利
便
性
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

学
び
の
場
を
提
供
す
べ
き
。
オ

複
雑
化
多
様
化
す
る
不
登
校
の

進
路
情
報
を
一
元
化
す
る
専
門

人
財
を
配
置
す
べ
き
。
カ
こ
れ

ら
を
担
う
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

機
能
充
実
と
早
期
実
現
が
必
要
。

　

部
長　

ア
検
討
の
余
地
が
あ

る
。
イ
研
究
を
進
め
る
。
ウ
専

門
家
と
連
携
し
、
特
性
に
応
じ

た
特
別
支
援
教
育
の
理
解
を
全

教
員
に
深
め
て
い
く
。
エ
連
携

を
深
め
模
索
し
て
い
く
。

　

教
育
長　

オ
そ
の
子
の
特
性

に
応
じ
た
進
路
先
を
紹
介
で
き

る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
配
置
が

必
要
と
な
る
。
カ
こ
れ
か
ら
の

不
登
校
は
学
校
の
在
り
方
を
根

本
か
ら
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
大
改
革
と
な
る
の
で
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
構
想
を
前
倒
し
、

教
育
委
員
会
を
挙
げ
対
応
す
る
。

と
と
も
に
、
避
難
所
の
環
境
整

備
を
整
え
て
い
き
た
い
。
イ
宅

地
内
の
水
道
施
設
の
復
旧
も
必

要
で
あ
り
、
他
自
治
体
の
事
例

な
ど
研
究
し
た
い
。
国
へ
は
必

要
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
。
ウ

耐
震
化
の
工
事
は
行
っ
て
い
な

い
。
建
て
替
え
や
改
修
工
事
の

際
に
耐
震
性
を
考
慮
し
て
い
く
。

エ
昨
年
度
初
め
て
訓
練
し
た
。

今
後
も
継
続
し
た
い
。
オ
災
害

時
の
ト
イ
レ
は
優
先
課
題
の
一

つ
で
あ
る
。
都
の
補
助
制
度
も

活
用
し
拡
充
す
る
。

■
そ
の
他
、
公
民
館
な
ど
を
活

用
し
た
子
ど
も
や
高
齢
者
の
常

設
の
居
場
所
づ
く
り
、
障
が
い

者
の
地
域
生
活
支
援
拠
点
体
制

の
拡
充
、
都
市
計
画
道
路
の
検

証
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

ら
体
制
整
備
を
進
め
た
い
。

　

❷
少
子
高
齢
化
で
働
き
手
不

足
の
昨
今
、
行
政
事
務
の
効
率

化
が
求
め
ら
れ
る
。
本
市
の
勤

怠
管
理
は
各
種
申
請
も
紙
で
タ

イ
ム
カ
ー
ド
を
用
い
て
い
る
。

勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
で

き
な
い
か
。
集
計
時
間
や
保
管

場
所
の
削
減
と
な
る
が
見
解
は
。

　

部
長　

新
庁
舎
へ
の
移
行
も

見
据
え
検
討
す
る
。

　

❸
ア
入
学
直
後
は
児
童
個
人

の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
発
行
さ
れ
ず

ア
プ
リ
か
ら
欠
席
連
絡
が
で
き

な
い
。
改
善
を
求
め
る
。
イ
緑

小
体
育
館
天
井
の
塗
装
剥
が
れ

の
修
繕
を
要
望
す
る
。

　

部
長　

ア
様
々
な
角
度
か
ら

検
討
す
る
。
イ
長
寿
命
化
計
画

見
直
し
の
中
で
検
討
し
た
い
。

財
政
健
全
化
し
た
と
は
言
え
な

い
。
引
き
続
き
持
続
可
能
な
財

政
基
盤
の
構
築
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。

　

市
長　

イ
Ｐ
Ｔ
で
推
進
す
べ

き
こ
と
は
、
第
５
次
基
本
構
想

前
期
計
画
や
行
財
政
改
革
２
０

２
５
、２
０
３
０
で
経
営
戦
略

を
策
定
し
て
い
る
の
で
、
そ
の

中
で
財
政
健
全
化
に
向
け
て
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

❷
ア
共
同
親
権
導
入
に
つ
い

て
市
民
の
不
安
の
声
の
把
握
は
。

イ
支
援
措
置
は
ど
う
な
る
の
か
。

ウ
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

の
役
割
の
変
化
は
。
国
に
設
置

を
求
め
る
べ
き
で
は
。

　

部
長　

ア
今
後
ど
う
な
る
か

わ
か
ら
ず
不
安
、
制
度
の
詳
細

が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
声
。
イ

基
本
的
な
考
え
方
に
は
変
わ
り

が
な
い
。
ウ
子
ど
も
の
権
利
が

守
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
先
進

自
治
体
事
例
を
研
究
す
る
。

　

❸
長
年
、
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
を

許
し
て
き
た
市
の
責
任
は
大
き

い
。
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
は
許
さ
な

い
、
市
民
の
人
権
を
守
る
と
い

う
意
思
表
明
を
。

　

市
長　

市
は
許
し
て
き
て
は

い
な
い
。
市
民
の
人
権
を
守
る

の
は
当
た
り
前
の
こ
と
。

　

❶
貧
困
や
虐
待
な
ど
様
々
な

要
因
で
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た

若
者
が
都
心
部
の
繁
華
街
に
集

ま
り
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
な

ど
若
者
を
取
り
巻
く
社
会
問
題

が
顕
在
化
し
て
い
る
。
ア
市
と

し
て
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。
イ

若
者
向
け
施
策
で
重
要
と
考
え

る
も
の
は
何
か
。
ウ
若
者
の
居

場
所
作
り
に
取
り
組
ま
な
い
か
。

エ
不
登
校
児
童
・
生
徒
が
増
加

す
る
中
、
学
校
は
全
て
の
子
ど

も
の
居
場
所
に
な
る
よ
う
変
わ

る
必
要
が
あ
る
が
、
見
解
は
。

　

部
長　

ア
ト
ー
横
キ
ッ
ズ
や

オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
な
ど
は
新
た

な
社
会
問
題
。
ニ
ー
ズ
調
査
か

ら
も
子
ど
も
の
居
場
所
の
大
切

さ
を
改
め
て
認
識
し
て
い
る
。

　

庁
舎
等
建
設
問
題
に
関
し
て

住
民
投
票
を
求
め
る
直
接
請
求

署
名
運
動
に
つ
い
て
。
市
民
参

加
条
例
第
４
条
は
「
市
は
、
市

民
の
市
政
に
対
す
る
要
求
及
び

意
見
を
誠
実
に
受
け
止
め
、
処

理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

定
め
、
第
14
条
に
は
「
市
は
、

市
政
に
係
る
重
要
な
施
策
又
は

課
題
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
向

を
知
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

場
合
は
、
市
民
の
意
向
調
査
を

実
施
す
る
」
と
あ
り
、
第
２
項

は
「
市
民
は
、
市
に
意
向
調
査

の
実
施
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
定
め
て
い
る
。
こ
う
い

っ
た
制
度
を
活
用
し
た
の
が
直

接
請
求
署
名
運
動
に
な
る
。
市

長
の
意
見
、
感
想
は
。
庁
舎
建

　
「
制
度
に
子
ど
も
を
当
て
は

め
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
に

制
度
を
合
わ
せ
て
い
く
べ
き
」

と
訴
え
た
不
登
校
支
援
の
重
層

的
取
組
に
つ
い
て
問
う
。
ア
現

在
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
小

学
校
146
名
、
中
学
校
151
名
。
教

育
相
談
所
の
相
談
件
数
は
４
年

間
で
１
・
６
倍
、
相
談
体
制
を

強
化
す
べ
き
。
イ
オ
ン
ラ
イ
ン

相
談
を
実
施
す
べ
き
。
ウ
起
立

性
調
節
障
害
、
特
異
な
才
能
の

あ
る
ギ
フ
テ
ッ
ド
、
読
み
書
き

が
苦
手
な
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の

子
は
一
斉
授
業
・
画
一
教
材
で

は
学
び
に
く
い
。
そ
の
子
に
合

う
学
習
方
法
や
環
境
を
用
意
し
、

先
生
の
研
修
を
行
う
べ
き
。
エ

大
学
等
と
連
携
し
た
学
校
外
の

　

能
登
半
島
地
震
の
教
訓
か
ら
、

ア
避
難
所
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確

保
の
た
め
災
害
発
生
後
す
ぐ
に

活
用
で
き
る
よ
う
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
の
備
蓄
を
増
や
さ
な
い
か
。

イ
水
道
工
事
店
と
連
携
し
、
宅

地
内
給
水
管
の
修
繕
の
相
談
窓

口
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
国

に
は
修
繕
費
用
の
支
援
を
要
望

し
な
い
か
。
ウ
避
難
所
に
指
定

し
て
い
る
学
校
の
給
水
管
の
耐

震
化
を
進
め
な
い
か
。
エ
都
と

の
覚
書
で
は
自
主
防
災
会
と
の

応
急
給
水
等
の
訓
練
を
年
１
回

行
う
規
定
で
あ
る
。
積
極
的
に

行
わ
な
い
か
。
オ
簡
易
ト
イ
レ

の
整
備
は
不
十
分
。
都
の
補
助

制
度
を
活
用
し
増
や
さ
な
い
か
。

  

部
長　

ア
備
蓄
倉
庫
の
確
保

　

❶
熊
本
地
震
で
亡
く
な
っ
た

方
の
８
割
以
上
が
災
害
関
連
死

で
あ
る
。
ア
避
難
所
で
の
エ
コ

ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
を
防
ぐ

に
は
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
活
用

が
有
効
だ
が
本
市
の
備
蓄
数
は
。

イ
災
害
連
携
協
定
先
を
増
や
さ

な
い
か
。
ウ
災
害
時
は
女
性
が

巻
き
込
ま
れ
る
性
犯
罪
が
増
え

る
。
防
犯
対
策
に
も
力
を
。
エ

災
害
時
は
保
健
師
も
被
災
し
全

員
が
職
務
を
全
う
で
き
な
い
。

保
健
師
資
格
等
を
有
し
た
方
に

本
人
の
可
能
な
限
り
応
援
を
依

頼
す
る
体
制
を
作
ら
な
い
か
。

　

部
長　

ア
28
台
の
備
蓄
。
イ

更
な
る
協
定
締
結
に
努
め
た
い
。

ウ
積
極
的
に
取
り
組
む
。
エ
緊

急
医
療
救
護
所
の
サ
ポ
ー
ト
か

　

小
金
井
市
政
の
最
重
要
の
課

題
は
、
歳
入
構
造
改
革
に
よ
る

財
政
の
健
全
化
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
ア
令
和
６
年
度
の
当

初
予
算
は
一
般
会
計
が
500
億
円

超
、
特
別
会
計
を
含
め
た
総
予

算
は
800
億
円
を
超
え
た
。
小
金

井
市
の
財
政
健
全
化
は
達
成
し

た
と
考
え
て
い
る
か
。
イ
他
市

と
比
較
し
て
固
定
資
産
税
の
収

入
が
少
な
い
。
都
市
計
画
の
変

更
に
よ
り
市
民
の
資
産
価
値
を

向
上
さ
せ
、
固
定
資
産
税
の
増

収
を
含
め
、
部
や
課
を
横
断
し

た
Ｐ
Ｔ
を
設
置
し
て
歳
入
構
造

の
改
革
に
よ
り
財
政
健
全
化
を

進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

部
長　

ア
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
以
降
一
定
の
前
進
は
あ
る
が
、

　

❶
ア
困
難
女
性
支
援
へ
の
市

の
取
組
状
況
は
。
イ
計
画
策
定

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
市
の
体
制

は
。
ベ
テ
ラ
ン
の
経
験
者
配
置

が
必
要
で
は
。
ウ
現
在
の
市
で

の
支
援
事
例
は
新
法
適
用
の
第

１
号
で
は
。
民
間
団
体
と
の
連

携
の
呼
び
か
け
に
は
関
わ
っ
て

ほ
し
い
。

　

部
長　

ア
支
援
の
包
括
的
提

供
が
必
要
。
庁
内
で
認
識
共
有

が
大
切
。
イ
今
後
検
討
。
女
性
相

談
支
援
員
の
配
置
は
正
規
１
名
、

会
計
年
度
任
用
職
員
２
名
だ
が
、

異
動
・
退
職
で
、
会
計
年
度
任

用
職
員
１
名
の
み
。
ケ
ー
ス
対

応
の
蓄
積
は
大
事
。
ウ
共
同
し

て
検
討
な
ど
必
要
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

安
田
け
い
こ

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

渡
辺
大
三

（
子
ど
も
の
権
利
）

岸
田
正
義

（
み
ら
い
）

森
戸
よ
う
子

（
日
本
共
産
党
）

河
野
麻
美

（
自
民
党
・
信
頼
）

斎
藤
康
夫

（
参
政
党
）

片
山
か
お
る

（
子
ど
も
の
権
利
）

地
域
に
若
者
の
居
場
所
を
作

ろ
う
／
終
活
支
援
の
拡
充
を

直
接
請
求
の
署
名
運
動
は

条
例
で
保
障
さ
れ
た
権
利

昨
年
訴
え
た
不
登
校
支
援
の

重
層
的
取
組
の
現
状
を
問
う

災
害
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

災
害
関
連
死
を
防
ぐ
／

行
政
の
Ｄ
Ｘ
化
／
学
校
行
政

財
政
健
全
化
の
た
め
の

Ｐ
Ｔ
を
設
置
す
べ
き

困
難
女
性
へ
の
支
援
／
共
同

親
権
と
子
ど
も
の
権
利
保
障
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摩
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小
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東
村
山
市

小
金
井
市

あ
き
る
の
市

三
鷹
市

昭
島
市

調
布
市

羽
村
市

稲
城
市

青
梅
市

清
瀬
市

立
川
市

国
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府
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国
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武
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福
生
市

千円 令和 6年度　市民一人当たりの当初予算額

　議員は、公職選挙法により、選挙区内の人にお金や物を贈ったり、
年賀状や暑中見舞いなどの挨拶状（答礼のための自筆によるものを除
く。）を出したりすることが禁止されています。また、有権者が議員に
対し、寄附を求めることも禁止されています。
　なお、市民の皆様方との良好な関係を
保っていくため、実費負担が必要とされ
る行事・催しをご案内いただく際には、
会費を明示してご通知くださいますよう
お願い申し上げます。
　何とぞ皆様のご理解とご協力をお願い
申し上げます。

議員の寄附行為禁止についてのお願い
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この議会報は再生紙を使用しています。※ごみ減量と資源の再利用にご協力ください。
この印刷物は、植物性インキ（石油系剤を利用するかわりに植物油を溶剤としたインキ）を使用しています。

意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

◯：賛成　×：反対　△：退席　－：欠席（体調不良）　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果

自 み 子 共 公 お参ネ緑街
河
野
　
麻
実

吹
春
や
す
た
か

五
十
嵐
京
子

遠
藤
百
合
子

岸
田
　
正
義

沖
浦
あ
つ
し

鈴
木
　
成
夫

村
山
ひ
で
き

古
畑
　
俊
男

渡
辺
　
大
三

高
木
　
章
成

片
山
か
お
る

た
ゆ
　
久
貴

水
上
　
洋
志

森
戸
よ
う
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

宮
下
　
　
誠

水
谷
た
か
こ

斎
藤
　
康
夫

安
田
け
い
こ

坂
井
え
つ
子

清
水
　
が
く件　　名 要　　旨（提案議員が作成）

子どもの権利を置き去りにする
「共同親権」に関する民法改正の
撤回と抜本的な見直しを求める
意見書

共同親権を認める民法改定法案が成立した。子どもの権利の保障が置き去
りにされることは看過できない。子どもの意見表明や意思の尊重が重要で
あり、改定民法は一旦撤回し2026年までに抜本的な見直しを求める。

×××－○○○○○○○○○○○××議○○○○× 原案可決

地方分権に反し国に自治体への
補充的指示権を付与する地方自
治法改正法の廃止を求める意
見書

改正法は国の補充的指示という国の権限強化と地方に従属を求めるもので
ある。自治事務への国の指示権も含まれると指摘され、地方分権一括法の
国・地方の対等ルールに逆行し憲法第92条の地方自治の本旨に反する。

×××－○○○○○○○○○○○××議○○○○× 原案可決

独立行政法人国立女性教育会
館（NWEC）の現機能の存続を
求める意見書

ライブラリとアーカイブの一体活用を継続し、男女共同参画社会を推進す
るため、国立女性教育会館を現在地で存続させ、専門性のある人を育成し、
研修・交流・調査研究・情報の4つの機能の更なる強化を強く求める。

×××－○△○○○○○○○○○××議○×○○× 原案可決

ミャンマー軍が実施した徴兵制
に対し、在留ミャンマー人、なら
びに日本への避難を希望する若
者たちの安全を確保することを
求める意見書

「本国情勢を踏まえた在留ミャンマー人への緊急避難措置」の継続、ミャン
マー避難民の積極的受け入れ、ミャンマー軍の徴兵制度中止の働きかけ、ミ
ャンマーの若者の将来を援助する奨学金プログラムの実施を求める。

×××－○△○○○○○○○○○××議○×○○× 原案可決

永住資格取消制度の創設に反
対する意見書

日本で暮らす約88万人の永住者の法的地位が格段に不安定となる。最も安
定的な在留資格である永住者の生活基盤の重要性を軽視する永住資格取
消制度の創設に反対し真の意味で共生に向けた施策の立案、実施を求める。

×××－○△○○○○○○○○○××議○×○○× 原案可決

むつ核燃料貯蔵施設・柏崎刈羽
原発の稼働中止を求める意見書

再処理工場の操業の目途は立たず、むつ核燃料貯蔵施設が核のごみ捨て場
となるのは必至。柏崎刈羽原発の再稼働、むつ核燃料貯蔵施設の稼働中止、
核燃料サイクル計画、使用済核燃料の全量再処理路線の見直しを求める。

×××－○△○○○○○○○○○××議○×○○× 原案可決

1.5度目標達成のため先進国と
しての責任も踏まえた第7次エ
ネルギー基本計画を市民参加で
策定することを求める意見書

本年3月、世界気象機関（WMO)が2023年の世界の平均気温は観測史上最
も高く、産業革命前の平均を約1.45度上回ったと報告。パリ協定の1.5度目
標実現は急務で、先進国の責任を果たす計画策定を求める。

×××－○○○○○○○○○○○××議○×○○× 原案可決

ゲノム編集食品の表示を含めた
消費者への情報提供の在り方
等について検討を求める意見書

ゲノム編集技術で品種改良した食品は現在、食品表示の対象外となってい
るが、健康や環境への長期的な影響は分かっていない。消費者の選択の機会
確保のため適切な表示と情報提供の在り方を見直すことを強く要望する。

×××－○○○○○○○○○○○××議○○○○× 原案可決

災害発生時における信頼性の
高い情報連携体制の構築への
支援を求める意見書

災害発生時における情報は多くの人々の命に直結する。能登半島地震にお
いても、多くの偽情報が発信され現場は大変に混乱したという。情報の信頼
性を担保し正確な情報を収集活用する情報連携環境構築の推進を求める。

○○○－○○○○○○○○○○○○○議×○××○ 原案可決

聴覚補助機器等の積極的な活
用への支援を求める意見書

難聴は認知症の危険因子の一つと言われており、難聴になると人や社会と
のコミュニケーションを避けがちになり社会的に孤立する可能性も懸念さ
れる。聴覚補助機器等の積極的な活用を促進する取組を強く求める。

○○○－○○○○○○○○○○○○○議○○○○○ 原案可決

地域における「こども誰でも通
園制度」の制度拡充等を求める
意見書

子育て家庭の多くが「孤立した育児」の中で不安や悩みを抱えている。子ど
もの育ちを応援し良質な成育環境を整備するとともに、全ての子育て家庭
に向け、働き方やライフスタイルによらない形での支援の強化を求める。

○○○－○○○○○○×××××○○議○○○○○ 原案可決

パレスチナ・ガザ地区における
停戦実現の外交努力とイスラエ
ルへの軍事的支援を行わないこ
とを求める意見書

政府に対し、ハマスとともに、イスラエルとアメリカ政府に即時停戦を迫る
こと、イスラエルによるガザ南部ラファへの攻撃を中止するよう求めること、
イスラエルの軍需産業への支援を行わないことを求める。

×××－○△○○○○○○○○○××議○△○○× 原案可決

破損した太陽光パネルの危険
性を国民に周知することを求め
る意見書

破損した太陽光パネルは日が当たれば発電を行うため、感電、火災の危険性
がある。また鉛、セレン、カドミウム等の有害物質の危険性と対処について、
国民に十二分に周知する取組を行うよう強く要望する。

○○○－○○○○○○○○○○○○○議○○○○○ 原案可決

PFAS（有機フッ素化合物）への
対策の強化を求める意見書

PFASを正しく恐れるため、また健康被害を未然に防止するため、世界と同
レベルの規制を行うこと、汚染源の特定や汚染の調査、除去、汚染地域の住
民の血中濃度検査などの対策を進めることを求める。

×××－○○○○○○○○○○○××議○○○○× 原案可決

大学学費の負担軽減を求める意
見書

高学費と貧弱な奨学金、奨学金返済が重い負担になっている。お金のあるな
しに関係なく、学ぶ権利を保障しなければいけない。よって高等教育の無償
化を目指し、学費半額や給付型奨学金の充実などを行うことを求める。

×××－○○○○○○○○○○○××議○○○○× 原案可決

東小金井駅北口街区公園西側へ
の横断歩道設置を求める決議

東小金井駅ロータリーの北西側から駅改札へ向かう人の、地蔵通りの乱横
断が日常的に見られるが、当該箇所への設置の予定はない。右折レーンの使
用状況の調査と、結果を踏まえ横断歩道を設置することを求める。

○○○－△△△△○○○○○○○○○議△○△○○ 原案可決

学童保育所の環境改善を急ぐこ
とを求める決議

大規模化解消の中長期方針を明らかにし、公共施設の活用と学校の教室の
利用を検討し、放課後子ども教室や民間学童保育クラブなど各議員が提案
した必要な対策を講じ、設備等の整備・修繕を進めることを求める。

○○○－○○○○○○○○○○○○○議○○○○○ 原案可決

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　　子：子どもの権利を守る会　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会�
参：参政党小金井　　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　緑：緑・つながる小金井　　　街：街の仲間たち

　定例会・臨時会における市長
や議員が提出した議案のほか、
議員が提案した意見書・決議や
これらの審議結果などを市ホー
ムページに掲載しています。

議案、意見書・決議、審議
結果などを掲載しています

議案等 審議結果

地
域
に
お
け
る
「
こ
ど
も

誰
で
も
通
園
制
度
」
の
制
度

拡
充
等
を
求
め
る
意
見
書

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

　

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
、
利

用
は
事
業
者
と
の
直
接
契
約
と
な
り
、

空
き
が
あ
れ
ば
全
国
ど
こ
の
事
業
所

で
も
、
直
前
の
予
約
も
可
能
と
い
う

内
容
で
あ
る
。
保
育
従
事
者
の
う
ち

保
育
士
は
半
分
で
よ
い
と
さ
れ
て
い

る
。
乳
幼
児
を
事
前
の
面
談
な
し
に

保
育
士
資
格
の
な
い
人
が
見
る
こ
と

が
可
能
な
仕
組
み
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
制
度
で
は
子
ど
も
の
安
全
が
保

て
る
の
か
強
く
危
惧
さ
れ
る
。
日
本

で
は
保
育
士
１
人
が
見
る
子
ど
も
の

数
が
多
過
ぎ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
こ
に
新
た
な
子
ど
も
が
短
時
間
、

日
替
わ
り
で
来
る
と
な
れ
ば
現
場
の

負
担
は
更
に
増
え
る
。
ア
レ
ル
ギ
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や
発
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状
況
な
ど
必
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な
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把

握
さ
れ
ず
、
命
に
係
わ
る
事
故
が
起

き
か
ね
な
い
。
こ
の
よ
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な
や
り
方

で
は
、
子
ど
も
の
安
全
が
守
ら
れ
る

の
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強
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危
惧
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あ
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で
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対
す

る
。破

損
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太
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光
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の

危
険
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す
る
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求
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書
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子
ど
も
の
権
利
）

　

子
ど
も
の
権
利
を
守
る
会
は
、「
破

損
し
た
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
危
険
性
を

国
民
に
周
知
す
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
」
に
賛
成
す
る
。
国
や
業
界
団

体
に
よ
り
、
建
築
物
へ
の
太
陽
光
パ

ネ
ル
設
置
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
東

京
都
な
ど
一
部
自
治
体
で
は
、
国
に

先
ん
じ
て
条
例
で
設
置
義
務
化
を
図

ろ
う
と
し
て
い
る
。
都
に
お
い
て
は
、

小
池
知
事
の
主
導
に
よ
り
、
来
年
４

月
よ
り
新
築
住
宅
等
へ
の
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置
、
断
熱
・
省
エ
ネ
性

大
学
学
費
の
負
担

軽
減
を
求
め
る
意
見
書

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

大
学
や
専
門
学
校
な
ど
の
高
等
教

育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
の
経
済
状
況

を
理
由
に
進
学
を
諦
め
る
こ
と
の
な

い
社
会
を
実
現
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
公
明
党
は
「
２
０
３
０
年
ま
で

に
大
学
な
ど
の
無
償
化
を
実
現
す
べ

き
だ
」
と
訴
え
て
い
る
。
国
は
「
こ

ど
も
未
来
戦
略
」
に
基
づ
き
、
今
年

度
か
ら
３
年
間
で
集
中
的
に
取
り
組

む
「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
を
実
行
す
る

た
め
の
「
改
正
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
」
な
ど
が
６
月
５
日
に
成
立
し
、

年
最
大
３
・
６
兆
円
規
模
の
財
源
も

確
保
さ
れ
た
。
来
年
度
か
ら
は
、
扶

養
す
る
子
ど
も
が
３
人
以
上
で
あ
れ

ば
、
全
学
部
で
所
得
に
関
係
な
く
授

業
料
や
入
学
金
が
無
償
化
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
本
意
見
書
の
主
旨
に
は
賛

同
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
既
に
国
が

加
速
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
状
況
に

あ
る
た
め
、
賛
成
は
致
し
か
ね
る
。

能
の
確
保
等
の
義
務
付
け
が
実
施
予

定
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
ハ
ウ
ス
メ

ー
カ
ー
、
建
築
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、

建
築
主
に
も
大
き
な
負
担
と
な
る
。

廃
棄
に
当
た
っ
て
も
大
き
な
環
境
負

荷
が
想
定
さ
れ
、
決
し
て
エ
コ
ロ
ジ

ー
な
も
の
で
は
な
い
。
本
意
見
書
は
、

こ
の
よ
う
な
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
に

警
鐘
を
鳴
ら
す
も
の
で
あ
り
、
提
案

議
員
に
敬
意
を
表
し
、
議
員
各
位
に

賛
同
を
求
め
、
賛
成
討
論
と
す
る
。
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先進事例を視察しました　今後の政策提案に活かしてまいります

～議員と話してみよう～小金井市議会出前授業＠電機大高校

次の定例会は令和6年9月2日（月）開会予定です。
原稿は議員が作成しています

　５月25日、東京電機大学高等学校において、生徒会主催の意見交換会が
放課後の催しとして実施されました。小金井市議会は、出前授業として関わ
らせていただきました。催しには、一般の生徒を合わせて15名の高校生が
参加し活発な議論が交わされました。
　生徒会との２度の事前打ち合わせでは、生徒会選挙の投票率が低いこと、
生徒会への関心や期待が薄いこと、校則を変えたくてもなかなか変わらない、
などの悩みを聞かせてもらい、事前アンケートや意見交換では、生徒会の関

心を高めるための設問やテーマを取
り上げました。
　当日は、議会の説明、議員Ｑ＆Ａ、
事前アンケート評価の報告後、生徒
さんが３～４人と議員が２～３人ず
つ入るテーマ別のテーブルに分かれ

てグループトークを行い、最後に各テーブル
で話し合ったことを発表してもらいました。
　印象的だったのは、議員Ｑ＆Ａの自由質疑
の際、活発な質問が多かったこと、各テーブ
ルでも話が盛り上がってなかなかテーブルト
ークが終わらず、終了後も、各議員との自由
な意見交換が活発に交わされていたことです。
　生徒さんからは、事前アンケートで生徒会以外の生徒の声を聴くことがで
きてよかったという感想や、議会ではどうやって合意形成をしていくのかな
ど、熱心な質問もありました。
　今回の意見交換会は、生徒会や市議会に対する一般の生徒・市民の関心の
低さ、という共通の課題があったこともあり、双方にとって大きな刺激とな
り、それぞれの今後の運営の参考になる良い機会となりました。

【目的】消防団への理解促進に向け
た広報活動、加入促進に向けた取
組等、団員確保への効果的施策考
察のため
【概要】鹿沼市は、「消防団地域防
災力充実強化ビジョン」に基づき、
消防団の存在意義や団員の活躍に
ついての市民の理解促進を目指し、
以下の取組を実施しています。
消防団の役割、やりがいが伝わる広報（各分団ＳＮＳ、ケーブルテレビや機
関紙等の広報媒体の活用）／地元企業との連携協定による団員募集やステッ
カー等作成／「消防団協力事業所表示制度」による事業所被用者の入団促進
／「消防団サポート店認定」による消防団員家族への割引等優遇措置／女性
団員による保育園・幼稚園や小学校へ防災教室／消防フェスタ開催
【その他の視察】地域経済の活性化やキャッシュレス決済の推進へ、スマー
トフォンアプリを使った電子地域通貨“アクアコイン”や行政ポイント制度
の先進的な取組を実施する木更津市を視察しました。

【目的・概要】多機能拠点整備型の運営方法を参考にするため、障がい者の
自立に向けた宿泊施設を設置し成果を上げている、西宮市社会福祉協議会が
運営する生活支援拠点「地域共生館ふれぼの」を視察しました。施設は障が
い者のみならず、高齢者、子どもも触れ合
う居場所が同居し、多世代が交流できる場
ともなっていたことも特徴でした。地域生
活と障がい者支援の全体像の理解と合意形
成に加え、当事者達の意見や希望の把握方
法についても確認できました。

【目的・概要】定住・子育て支援事業に「子育て応援券」を導入し、３歳未
満の子どもを持つ家庭に出生後３年間、有料の子育て支援サービスに利用で
きる「応援券（500円×20枚×２セット）20,000円」を支給しています。
利用範囲は、子どもを預かるサービス、保護者を支援するサービス、子ども
の健康保持や子育て家庭を支援するサービス等72業者に渡ります。施策の
導入経緯や運用状況、利用者の声の把握、今後の事業展開について視察しま
した。

【目的】飯田市は、市民や公共団体が再生可能エネルギー資源を優先活用し、
その利益を地域づくりに活かす仕組みを構築しました。今回この取組につい
て学び、小金井市における循環型社会の形成及び温室効果ガス削減の取組に
役立てることを目的としました。
【概要】再生可能エネルギー資源と地域の結び付きを活用して、活力ある地
域づくりを推進するために「地域環境権条例」を制定。再生可能エネルギー
による収益を市民の総有財産とし、市民や公共的団体は、自らが地域づくり
をする権利「地域環境権」を有し
ています。行政は、市民や公共的
団体が行う地域づくりを「地域公
共再生可能エネルギー活用事業」
として位置付けて、事業の信用補
完や基金融資等で支援し、市民や
公共的団体と行政の役割を明確化
しています。
【その他の視察】　飯田市では「環境モデル都市」についても視察を行ったほ
か、「脱炭素先行地域」について岡崎市を、「地域公共交通計画」について多
摩市を視察しました。

【目的】現在協議中の議会改革調査事項「議会機能の充実」におけるタブレ
ットPC導入やオンライン委員会の先進事例を学び、今後の議会活動の参考
とします。
【概要】★タブレット導入について
①導入した背景や経緯、市議会での活用
事例
②クラウド書棚機能によるペーパーレス
化やオプション機能による採決システム
③デモテック戦略協定や音声テック関連
技術連携協定など官民学連携
★オンライン委員会について
①導入した背景や経緯、市議会での活用事例
②条例や会議規則、申し合わせなど共通認識を取り決め
③360度カメラを活用したオンライン配信
④導入時や初当選議員への端末ソフトの取扱研修
⑤中学生との協働事業、市民との意見交換会など議会外会議での活用
【その他の視察】議会基本条例に基づいた議会評価について会津若松市議会
を視察しました。

消防団の先進的な取組について／栃木県鹿沼市

地域生活支援拠点の整備（多機能拠点整備型）
について／兵庫県西宮市

子育て応援券について／兵庫県相生市

「地域環境権」と地域公共再生可能エネルギー
活用事業について／長野県飯田市

議会DX（ICT）について／茨城県取手市

総務企画委員会

厚生文教委員会

建設環境委員会

議会運営委員会

報告書はこちらから
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